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籾がらくんたんによる稚苗育苗の実用化研究

深沢　昭吾・仲イl条　平吾
（山形県農試庄内分場）

1　ま　え　が　き

種苗の機械移植栽培では，機械利用および育苗上か

ら，均一な床土の大量確保が必要であり，現在水田土

壌，または山土を利用しているが，土性，pE等の制

約約から均質な好適土壌の大量確保が困難であるため，

代替資材としての籾がらくんたん利用について，ベン

トナイト混合比，pH，床土温と保水力，施肥量を，

首生育および植付精度の面から検討したので，その結

果を報告する。

2　試験方法の概要

1　ベントナイトの混合量

くん焼率80％と，100％の原形を有するくんたん

と，くんたん製造機で作られた原形のないくんたんに，

ベントナイトを容稲比で，0，5，10，15％混合し，

苫生育と機械適応性について調査した。

2　くんたん床土とpH

くん焼率70，80－90，100％で籾がらの原形を

有するものと，100％くん焼で原形のない4種類を

供試し，ベントナイト混合前後および育苗期間中にお

けるpH推移と，■宙生育について調査した。

5　保水性および温度特性

保水性は，くん焼率80％程度のくんたん，ベント

ナイトを容積比で0，5，10％混合し，各区直径5¢詔，

高さ5・1C詔，容量100ccのコ7－を使用し最大容水

量で調査した。床土温は，前記の材料を発泡スチロー

ル製の育苗箱に入れ，低温寡照，高温寡照，高温多照

の気象条件および，苗丈7－8C刀，菓令1．0～1．5の

首条件で，育苗箱の中央部で調査した。

4　施　肥　量

くん焼率80％のくんたんに，容若比10％のベン

けイトを混合し，箱当たりNPK各0，1，2，5才と

し・さらに1才区に宜1）TAFe／60喝を添加し，Fe

施用の効果をみた。

なお，本試験における育苗法は慣行に準じ，対照区

として山形鼻試本場，庄内分場土壌を用いた。供試ベ

ントナイトは山形県左沢の，国峰ベントナイト（pH

Rり・植付精度調査は2・5葉時に，ヤンマーF・P2

A型・クボタSPS2型で行った。

2　試　嶺　結　果

くんたんに，ベントナイトを混合することにより，

酋紐抗張力は増加するが，混合量が多くなっても，必

ずしも比例的な増加は認められない。これは混合量が

多くなると，通気通水性が劣り，根の生長が阻害され

るためと推察される。一方，植付精度は，やや深楠で

植付本数も多くなる傾向にあるが，初期生育は慣行床

土と大差なく，損傷発生も慣行床土に比較し極めて少

ない（第1図）。また，田植機による切り落とした株

のブロック状態は，土壌床土に比し重さは軽いが，板

部に十分床土のついた状態であり，機械植付適応上は

ベントナイトを容栢比で5％混合で十分であるとみら

れる。
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第1図　ベントナイト混合比と植付精度

2　くんたん床土とpH

くんたんのpHは，くん娩状態によりpH7～10程度

の範囲で，これにベントナイトを混合すると，当初pH

がベントナイトより高いものは，混合後に低下するが，
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当初pHの低いものは逆に高くなる。しかし，植付時に

おける床土pI＝ま，ほぼ6．5前後に一致するようであるo

pHと背生育については，播毯前pHが低い場合に

若干勝る傾向にあるがpH8以上でも首丈，根長，菓

令等の外観上の生育には，極端な劣化が認められない

（第2，5図，第1表）。
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第2固　くんたんのくん焼状態とpIi

第1表　　酸度矯　正有無　と　首生育
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第5図　　pIIと首生育

さらに第5表から昔生育は，pHよりECの高低に

よる影響は大きいが，くんたん床土における稚苗育苗

の最適pliは，土壌床土の場合とは必ずしも同一では

なく，播種時pH7程度のくんたんであれば，無矯正

でも十分であると考えられる。

項

区 目

名

p E の推移 発 芽

歩 合
発 芽揃

葉　　 色 植　 付　 時　 苗　 生　 育 回 収流 出

水　 の

N H 4 －が播 種時 硬 化 時 植 付時 硬 化 時 植 付 時 背　 丈 板　 長 枚　 数 集　 合

無　 矯　 正 7 5 8．8 8．8
　 ％
9 占．8 や や 良 2／ 5 4／ 5 鼠5 4 ．5 8．6 1．7 0．8

矯　　 正 5．1 5．2 5．6 9 ス7 や や 艮 2／ 5 4／ 5 1 1．0 4．8 1 0．0 1．9 0．8

慣 行 床 土 5．1 5．5 5．5 9 ふ8 艮 5 ／ 5 4／ 5 鼠4 5．1 6．1 1．8 1．1

5　保水性および温度特性

吸水前重量比は，山形農試庄内分場土壌を100にし

た場合，くんたん床土は28～45％で，ベントナイト

混合宜が多くなると，重くなる傾向にあるが，慣行床

土のほぼ％程度であった。最大容水量は，いずれのく

んたん床土も多く，その程度はベントナイト混合量の

多少に比例した。保水性は，飽和水分状態に近い場合

には，慣行床土よりくんたん床土が弱いようであるが，

最大容水量比70％程度の水分になると逆にくんたん

床土の県水性が強く，その程度はベントナイト混合比

の高いほど強くなる傾向にあった（第2表）。

一方，床土温は，くんたん床土の場合，床土表面が

黒く，軸射熟利用度が高いことと，前述のように保水

第2表　ベントナイト混合比と保水性

項 吸水前 最　 大
床 土 水 分 最 大

容 水 量 比 （％）
区　　 目　名 ＼

重量比 容 水量
24 h 後 7 2 b 後 9 d h 後

慣　 行　 床　 土 1 0 0
　 cc
8 5．7 9 2．1 7 5．0 1 4，4

ベントナイト　0 ％ 2 8 7 1．7 8 Z d 5 4．7 5 2．8

ベントナイト　5 ％ 5 1 7 7 9 8 8，d 6 8．7 5 1．9

ペソトナイト1 0％ 4 5 8 2．9 8 8．8 d A 7 5 8．2

性が強いために，水の比熱が関係して，慣行床土に比

較し高温多照条件で，最高床土温は高くなりやすい○

最低床土温や，床土温の日変化推移は慣行床土と大差

ない（第4図）。
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5 月 1 9 日
、

I l　　 ヽヽ

5 月 2 2 日　 ’、

最 高 気 温 2 0 ．5℃

最 低 気 温 9 ，6 ℃

平 均 気 温 1 5 ．6 ℃

日 照 時 間 9 ．4

●ヽ′● 景 高 気 温 1 9 ．5 ℃ 、ヽ＿

1 0 　 温 ．／

平 均 気 温 15 ．1 ℃

日照 時 間 1 1 ．3

弟　4　図　　床　土　温　の　日　変　化

4　施　肥　長

くんたん床土に肥料を混合すると，pEは低下する

傾向にあるが，逆に丑Cが高くなり，その程度は施肥

量の多いものほど大きい。

施肥量と首生育の関係は，施肥量2才以上になると，

発芽歩合，苗生育とも劣り，とくに5㌢施用区の劣化

が著しく，くんたん青首における首生育は，p王Ⅰより

ECの影響を受けやすいものと推察される。TO施用

第3表　　施肥量　と　首生育

は，発芽歩合，苗生育とも良好で，とくに葉色は線化

終了時から植付時まで，慣行床土と変わりなく，植付

時における苗の乾物y％も，慣行床土と大差ないこと

から，くんたん床土の施肥量は，慣行床土と同様，箱

当たりNpX各1㌢程度が適当とみられ，また，F8施

用は葉色のクP Pシス解消と，苫質向上の点から極め

て有効なようであった。

　 項 目

区 名

5 0℃ イ ン キ ュ べ － ト　p E 推 移
硬 化

開 始 時

E C

発 芽 歩 合 （％ ）
2 薫 時 首 生 育

播 種 4 8 h 後 播 種 7 2 h 後

8 t a．r 5 日 目 6 日 目 首　 丈 板　 長 集　 合
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

く　　 ん　　 た　　 ん 8．1 8．1 8．5 0．5 8 又9 ス 2 1 0 0

2 ．0

5．8 鼠9 1．6

ベ ン トナイ ト 1 0 ％ 混 合 鼠　7 又　7 R　7 0．8 8 免 1 7 7 1 0 0 ス9 1 0．2 1．7

同　 上　 封】トに 各 1 才 ス 5 7　7 7 8 1．4 9 0．8 占．d 9 ＆ 0 1 2 ．D ‘．7 2 ．8

同　 上　 y P E 各 2 才 8．7 ス 1 8．9 1．8 8 °．1 1 1．5 9 4．5 5．5 又 1 5 ．8 1．7

同　 上 が】P K 各 5 才 5．7 8．5 8．0 1．8 4 0．5 2 8．2 4 0．7 5 5．2 R 2 4 ．4 1．9

4　　む　　　す　　　び

以上の結果，病害虫関係の要因解析の検討は残され

たが，首生育および機械植付適応性の面からは，通常

保温折衷苗代に用いる籾がらくんたん（くん焼率7【％

程度）であれば，pH無矯正でも容積比5％のベンナイ

トを混合することにより，床土代替として十分実用に

供されることを確認した。なお，青首に当たっては，

できるだけpHの低いくんたんを用い，異常高温およ

び異常低温の回避を図る温度管理が必要である。


